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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年11月21日(2013.11.21)

【公開番号】特開2012-108409(P2012-108409A)
【公開日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2012-022
【出願番号】特願2010-258645(P2010-258645)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1368   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３３８　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｅ
   Ｇ０２Ｆ   1/1368  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月4日(2013.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素領域に、
　走査線及びデータ線と、
　前記走査線と前記データ線との交差に対応して設けられ、透明導電材料からなる画素電
極と、
　前記画素電極と、前記データ線との間の層に、前記画素電極に容量絶縁膜を介して対向
するように設けられた蓄積容量電極と、
　前記画素領域の外側に、
　前記画素電極と同一層からなる第１容量電極と、前記蓄積容量電極と同一層からなり、
前記データ線と電気的に接続された第２容量電極とを有する付加容量と、
　前記第１容量電極と電気的に接続されており、前記画素電極と同一層からなる端子と
　を備えることを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記画素電極に対向するように設けられた対向電極と、
　前記端子及び前記対向電極と電気的に接続された導通部材と
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記端子と前記第１容量電極の間の距離が１５００ｕｍ以内であることを特徴とする電
気光学装置。
【請求項４】
　前記透明導電材料は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）であることを特徴とする請求項１か
ら３のいずれか一項に記載の電気光学装置。
【請求項５】
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　請求項１から４のいずれか一項に記載の電気光学装置を備えることを特徴とする電子機
器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の電気光学装置は上記課題を解決するために、画素領域に、走査線及びデータ線
と、前記走査線と前記データ線との交差に対応して設けられ、透明導電材料からなる画素
電極と、前記画素電極と、前記走査線及び前記データ線との間の層に、前記画素電極に容
量絶縁膜を介して対向するように設けられた蓄積容量電極と、前記画素領域の外側に、前
記画素電極と同一層からなる第１容量電極と、前記蓄積容量電極と同一層からなり、前記
データ線と電気的に接続された第２容量電極とを有する付加容量と、前記第１容量電極と
電気的に接続されており、前記画素電極と同一層からなる端子とを備える。
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